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その他資料No.3 

令和３年３月29日 

新 潟 県 

 
 

新指針策定に伴う監視調査計画の変更について 

 
 

「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」（以下、「新指

針」という。）策定を受け、平成30年度から監視調査計画の変更について検討･対応を

進めてきたが、今後の対応は以下のとおり進める。 

 

１ これまでの対応 

○平成30年４月 原子力規制庁が新指針を策定 

○平成30年９月 第69回評価会議において、新指針の概要及び監視調査計画の変更

の検討状況について説明 

○平成31年３月 第70回評価会議において、監視調査計画の変更について了承 

［変更等概要］ 

・大気中放射性ヨウ素の調査頻度を連続測定に変更 

・ストロンチウム90の分析品目を追加（飲料水、葉菜、魚、海藻） 

 ○令和元年８月 第71回評価会議において、監視調査計画の変更の検討状況につい

て説明 

 ○令和２年３月 第72回評価会議（書面開催）において、監視調査計画の変更了承 

   [変更等概要] 

     ・空間放射線（積算線量）の測定体制の変更 

     ・緊急事態が発生した場合への平常時からの備えに係る調査（備え調査）

を、令和４年度から開始することとし、詳細について継続検討 

 

２ 検討状況及び今後の対応 

別紙のとおり。
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別紙 

 

緊急事態が発生した場合への平常時からの備えに係る調査について 

 

１ 基本的な考え方 

○ 新指針に示されている平常時モニタリングの目的のうち、「緊急事態が発生し

た場合への平常時からの備え」に係る調査について、現在実施している県内全域

バックグラウンド調査（ＢＧ調査）を、30km圏内を対象とした新たな調査に組み

替えることとし、検討・調整を進める。（第71回評価会議で説明済み） 

 

２ 検討状況 

○ 実施項目、測定頻度、測定対象については、新指針で示されたとおりとし、調

査箇所の候補地を抽出した。引き続き調査箇所選定に向けた検討・調整を進める。 

実施項目 測定頻度 測定対象 調査箇所等  
【参考】ＢＧ調査での 

調査箇所数等 

空間線量率 連続測定 γ線 30km圏17局  
30km圏17局、水準局⑧、

国可搬局⑩、県可搬局⑥ 

土壌 1回/5年 

γ線放出核種、 

Sr-90、Pu-238、 

Pu-239+240 

30km圏内 

約30箇所（別添１） 
 
全県28箇所 

γ線放出核種のみ 

陸水 1回/5年 
γ線放出核種、 

H-3、Sr-90 

30km圏内 

約10箇所（別添２） 
 
全県８箇所 

γ線放出核種のみ 

海水 1回/5年 H-3 
－ 

(監視調査で実施) 
 
全県３箇所 

γ線放出核種のみ 

※ 採取方法は「緊急時における環境試料採取法」（原子力規制庁）による 

 

３ 今後のスケジュール 

 ○令和３年８～９月 第75回評価会議において、検討状況について報告 

 ○令和４年３月   第76回評価会議において、調査計画の変更について了承 

 ○令和４年４月～  新調査開始（ＢＧ調査終了） 
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10km

20km

30km

寺泊局

長岡振興局

宮本局

越路局

千谷沢局

妙見局

小千谷市街局

見附市街局

川西局

岡野町局

加納局

北条局

新道局

鯨波局

柿崎局

柿崎川ダム

柏崎市街局

柏崎港公園

柏崎振興局車庫

西山局

出雲崎大門局石地コミセン

西山体育館

鎌田集会施設

関原局

畔屋農村公園

和島低区配水池

下川西小学校

（別添１） 

 

土壌の調査箇所（候補地）について 

 

緊急時モニタリングの際に土壌を採取することとされている、原子力発電所周辺

概ね 30ｋｍ圏内のモニタリングポスト及び大気モニタ※設置地点の近傍とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ※ 大気モニタ 

緊急時における大気中の放射性プルームの有無の判断及び放射性ヨウ素等による内

部被ばく線量の評価に資するため、発電所周辺概ね 30ｋｍ圏に設置。 

大気を捕集し、ろ紙に吸着させて、全ベータ放射能の連続測定を行うことにより、

大気中の放射性物質の濃度の時間的な変化を把握することが可能。 

：調査箇所（候補地） 
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（別添２） 

 

陸水の調査箇所（候補地）について 

 

緊急時モニタリングの際に飲料水を採取することとされている、原子力発電所周

辺概ね 30ｋｍ圏内の浄水場のうち、給水人口や水源の種類等を勘案して選定する。 

〔候補地選定の考え方〕 

水    源：原則として表層水、ダム水 

  給水人口：概ね１万人以上 

※ 赤坂山浄水場、油田浄水場、砂田浄水場については、監視調査年度計画に基づき

調査を実施している。 

:調査箇所（候補地） 

:監視調査地点※ 

:その他浄水場 
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川内浄水場

妙見浄水場

与板浄水場

寺泊浄水場

柿崎川浄水場

小千谷浄水場

青木浄水場
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分水浄水場

赤坂山浄水場

油田浄水場

砂田浄水場


